
　すえなが・のりひこ　１９４６年生まれ。甲南大学

経営学部卒業後、トヨタ自動車販売（現トヨタ自

動車）勤務。岡山トヨペット社長などを経て、Ｓ

ＵＥＮＡＧＡ Ｇｒｏｕｐ８社会長。２０１８年から岡山県

交通安全協会会長。

　いしばし・けんいち　１９４２年生まれ。北海道大

学工学部卒業後、日新製鋼入社。呉製鉄所エネル

ギー技術課、本社人事部などを経て、�年交通遺

児育英会出向。事務局長、専務理事、理事長を歴

任し２０２３年から現職。

　公益財団法人交通遺児育英会（東京）は１９６９年の設立以来、保護

者が道路上の交通事故により亡くなったり、重度の後遺障害を負っ

たりしたため経済的に困窮する子どもたち（交通遺児）に、学資支

援などを通じ、成長を応援してきました。また、交通遺児を生まな

いために交通事故・飲酒運転ゼロを目指し、交通安全推進運動への

協賛・協力事業も展開しています。

　岡山県では、２０２５年までに「交通事故死者数�人以下（年間）」

を目指しています。�年には�人と目標を達成しましたが、人口�

万人当たりの交通事故死者数は２．�人で、全国平均の２．�人より高

い水準にあります。交通遺児育英会の石橋健一会長と一般財団法人

岡山県交通安全協会の末長範彦会長に、交通安全意識を高めるため

の取り組みなどについて聞きました。

　
高
校
１
年
の
時
、
地
元
・
沖
縄
で
父
が
交
通
事
故

に
遭
い
ま
し
た
。
一
命
は
取
り
留
め
ま
し
た
が
脊
髄

に
障
害
が
残
り
、
車
い
す
生
活
に
。
ち
ょ
う
ど
兄
が

高
校
３
年
で
進
学
を
控
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
交
通
遺
児
育
英
会
の
奨
学

金
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
は
上
京
し
、
「
心
塾
」
に
入
り
ま
し

た
。
同
じ
境
遇
の
仲
間
が
集
い
、
学
校
の
友
人
に
は

言
い
づ
ら
い
話
も
で
き
ま
し
た
。
専
門
学
校
で
建
築

を
学
び
な
が
ら
放
送
大
学
で
大
卒
資
格
を
取
得
し
、

全
国
で
も
珍
し
い
木
質
構
造
が
学
べ
る
岡
山
大
学
大

学
院
環
境
生
命
自
然
科
学
研
究
科
に
進
学
。
交
通
遺

児
育
英
会
は
家
賃
や
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
用
の
補

助
も
充
実
し
て
お
り
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
か
ら
も
の
づ
く
り
が
好
き
で
し
た
が
、
建
築

の
道
に
進
み
た
い
と
思
っ
た
の
は
父
の
事
故
が
き
っ
か

け
。
元
々
ア
ク
テ
ィ
ブ
だ
っ
た
父
は
、
車
い
す
の
不
便

さ
か
ら
外
出
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
で

は
ま
だ
ま
だ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
商
業

施
設
や
映
画
館
な
ど
、
も
っ
と
実
用
的
な
整
備
が
で
き

る
は
ず
。
卒
業
後
は
ゼ
ネ
コ
ン
に
入
社
し
、
現
場
監
督

と
し
て
経
験
を
積
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
い
つ
か
父
を

は
じ
め
、
車
い
す
の
人
に
「
外
出
っ
て
楽
し
い
な
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
施
設
を
造
る
の
が
夢
で
す
。

　
―
交
通
遺
児
育
英
会
と
岡
山
県
交
通
安

全
協
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
立
の
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
石
橋
　
交
通
遺
児
育
英
会
設
立
は
１
９

６
９
年
５
月
。
高
度
経
済
成
長
期
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
車
社
会
化
）
が
進
ん

だ
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
被
害
者
数

が
急
増
し
た
時
期
で
し
た
。
当
時
は
全
国

で
年
間
１
万
６
千
人
を
超
え
る
交
通
事
故

死
者
数
で
、
遺
族
で
あ
る
子
ど
も
の
母
親

た
ち
か
ら
「
せ
め
て
子
ど
も
を
高
校
だ
け

に
は
行
か
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
声
が

増
え
て
い
ま
し
た
。
支
援
活
動
が
広
が
っ

た
結
果
、
�
年
度
末
に
国
会
で
修
学
支
援

の
組
織
づ
く
り
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
れ

か
ら
半
年
も
し
な
い
う
ち
の
設
立
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
１
１
年
４
月
に

公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
末
長
　
自
動
車
の
所
有
者
が
膨
大
に
増

え
た
１
９
４
８
年
、
岡
山
県
交
通
安
全
協

会
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
交
通

事
故
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
�
年
に

財
団
法
人
岡
山
県
自
動
車
学
校
と
同
協
会

が
合
併
し
、
財
団
法
人
化
。
活
動
に
賛
同

す
る
個
人
会
員
、
法
人
・
企
業
等
の
団
体

会
員
に
協
力
い
た
だ
き
、
岡
山
の
交
通
安

全
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
―
活
動
内
容
は
。

　
石
橋
　
大
き
く
分
け
て
五
つ
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
奨
学
金
の
貸
与

（一
部
給
付
）」
「修
学
支
援
金
給
付
」
「
奨

学
生
の
指
導
と
育
成
」
「学
生
寮
の
運
営
」

「交
通
安
全
の
推
進
」
で
す
。
メ
イ
ン
は
奨

学
金
事
業
。
無
利
子
貸
与
型
の
奨
学
金
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
返

還
負
荷
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
給
付
型
も

増
や
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
か
ら

は
専
門
学
校
生
・
大
学
生
以
上
に
月
２
万

円
、
�
年
度
か
ら
は
高
校
生
に
月
１
万
円

の
給
付
型
奨
学
金
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た

現
在
、
１
万
１
千
件
が
奨
学
金
を
返
還
し

て
い
ま
す
が
、
生
活
保
護
や
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
証
明
が
あ
れ
ば
免
除
す
る
制
度

も
あ
り
、今
後
拡
大
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
末
長
　
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
」
「
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
と

安
全
利
用
」
「二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
」

「
飲
酒
運
転
等
悪
質
・危
険
運
転
を
根
絶
」

の
４
点
を
柱
に
、
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
県
か
ら
業
務
委
託
を
受
け
、

免
許
証
の
更
新
講
習
や
街
頭
で
の
広
報
活

動
、反
射
材
の
購
入
と
配
布
な
ど
を
実
施
。

警
察
・
行
政
の
手
が
届
き
に
く
い
と
こ
ろ

を
草
の
根
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

　
―
奨
学
金
以
外
の
支
援
は
。

　
石
橋
　
�
～
�
年
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
対
応
す
る
緊
急

支
援
策
と
し
て
、
５
回
に
分
け
て
一
人
最

大
�
万
円
の
給
付
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

奨
学
生
は
修
学
す
る
に
あ
た
り
、
学
費
以

外
に
も
負
担
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
東
京
と

大
阪
に
は
地
方
出
身
の
奨
学
生
向
け
学
生

寮
「
心
塾
」
が
あ
り
ま
す
。
建
物
が
老
朽

化
し
た
東
京
寮
は
、
新
た
に
建
て
替
え
、

よ
り
快
適
な
学
習
環
境
を
整
備
し
て
今
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た
賃

貸
住
居
か
ら
通
学
す
る
奨
学
生
に
は
月

１
万
５
千
円
の
家
賃
補
助
が
あ
る
ほ

か
、上
級
学
校
（大
学
や
専
門
学
校
）
受

験
費
用
や
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
の

補
助
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
年

開
催
し
て
い
る
、
交
通
遺
児
家
庭
の
交

流
の
場
「
高
校
奨
学
生
と
保
護
者
の
つ

ど
い
」
の
懇
談
会
で
上
が
っ
た
保
護
者

の
要
望
に
応
え
、
本
年
度
か
ら
英
語
検

定
試
験
（
英
検
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
）
費

用
の
給
付
と
、
大
学
・
専
修
学
校
な
ど

の
予
約
申
込
者
で
浪
人
し
た
人
の
進
学

支
援
金
貸
与
も
追
加
し
ま
し
た
。
今
後

も
、臨
機
応
変
に
増
設
し
て
い
き
ま
す
。

　
―
交
通
安
全
啓
発
に
つ
い
て
は
。

　
石
橋
　
�
年
頃
、
広
島
の
タ
ク
シ
ー

会
社
か
ら
社
員
講
習
で
の
講
演
依
頼
が

来
た
の
を
皮
切
り
に
、
「
心
塾
」
塾
生

や
保
護
者
の
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
事
故
の
体
験
を
お
話
し
し
て
も
ら
う

無
料
出
張
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
運
送
会
社
の
社
員
研
修
会
や
自
動

車
教
習
所
の
先
生
方
を
対
象
に
、
年
間

�
件
ほ
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
―
�
年
、
岡
山
県
の
交
通
事
故
死
者

数
は
前
年
（
�
人
）
よ
り
大
幅
に
減
り

�
人
。
こ
れ
は
統
計
の
あ
る
１
９
４
８

年
以
降
２
番
目
に
少
な
い
数
字
で
す
。

何
が
影
響
し
た
と
考
え
ま
す
か
。

　
末
長
　
法
整
備
や
関
係
機
関
・
団
体

の
働
き
か
け
な
ど
に
よ
る
意
識
の
高
ま

り
、ま
た
車
に
も
、
人
間
の
認
知
能
力
を

補
助
す
る
先
進
技
術
が
次
々
搭
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
医
療

の
充
実
や
道
路
整
備
な
ど
が
減
少
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で

す
が
、
い
ま
だ
に
交
通
事
故
が
発
生
す

る
要
因
は
、
人
間
自
身
の
ミ
ス
。そ
こ
に

対
し
、
当
協
会
も
安
全
意
識
を
高
め
る

活
動
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
―
ま
さ
に
岡
山
県
で
は
今
年
再
び
、

事
故
数
な
ど
が
増
加
傾
向
。
来
年
ま
で

に
交
通
事
故
死
者
数
を
年
間
�
人
以
下

に
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
あ
り
ま
す
。

　
末
長
　
岡
山
県
の
２
０
２
２
年
の
人

口
�
万
人
あ
た
り
の
死
者
数
は
、３
・�

人
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
。
昨
年
は
改

善
し
２
・�
人
で
し
た
が
、全
国
平
均
の

２
・
�
人
よ
り
依
然
高
い
水
準
に
あ
り

ま
す
。
人
の
命
は
数
字
で
は
表
せ
ま
せ

ん
し
、何
人
以
下
な
ら
い
い
、と
い
う
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
１
件
で
も
多

く
減
ら
す
」
と
い
う
思
い
の
表
れ
で
す
。

　
―
全
死
者
の
６
割
近
く
を
占
め
る
高

齢
者
の
事
故
（
岡
山
県
、
�
年
）
や
、

子
ど
も
・
自
転
車
事
故
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
ま
す
か
。
防
ぐ
手
立
て
は
。

　
末
長
　
高
齢
者
は
、
ま
ず
自
分
自
身

が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
と
い
う
意
識

付
け
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
講
習
で
は
、

夜
間
の
事
故
防
止
の
た
め
、
「
散
歩
す

る
際
は
必
ず
着
け
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
か
け
な
が
ら
反
射
材
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
高
齢
者
に
多
い
の
は
、
横

断
歩
道
の
な
い
道
路
を
渡
っ
て
い
る
と

き
の
事
故
。
自
由
な
感
覚
で
道
路
を
横

断
す
る
高
齢
者
も
少
な
く
な
い
。
地
域

住
民
に
、
そ
う
い
っ
た
高
齢
者
を
見
か

け
た
ら
声
か
け
を
し
て
ほ
し
い
と
訴
え

て
い
ま
す
。

　
石
橋
　
私
自
身
が
運
転
中
、
子
ど
も

や
自
転
車
の
そ
ば
を
通
る
と
き
気
を
付

け
て
い
る
の
は
、
「
対
向
車
が
来
て
い

る
中
で
追
い
越
さ
な
い
」と
い
う
こ
と
。

過
ぎ
る
ま
で
待
つ
。
ま
た
対
向
車
が
な

く
て
も
、
子
ど
も
は
飛
び
出
す
前
提
、

自
転
車
は
倒
れ
る
前
提
で
、
接
触
す
る

こ
と
の
な
い
幅
を
取
っ
て
追
い
越
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す

ぎ
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
が
あ
る
程
度
抑
え

ら
れ
て
い
れ
ば
、
何
か
あ
っ
て
も
そ
の

直
前
で
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
末
長
　
岡
山
県
内
の
幼
稚
園
や
小
学

校
に
出
向
き
、
交
通
安
全
教
室
を
行
っ

て
い
ま
す
。
模
擬
信
号
機
や
自
転
車
を

使
っ
て
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
自
転

車
の
安
全
な
乗
り
方
を
指
導
し
ま
す
。

玄
関
か
ら
一
歩
出
れ
ば
そ
こ
は
危
険
地

帯
。
自
分
で
危
険
を
察
知
し
、
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
意

識
付
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
―
岡
山
県
は
�
年
、
「
飲
酒
運
転
を

許
さ
な
い
社
会
環
境
づ
く
り
条
例
」
を

施
行
し
て
い
ま
す
。

　
末
長
　
�
年
８
月
、
飲
酒
運
転
に
よ

り
福
岡
県
で
幼
児
３
人
が
死
亡
す
る
重

大
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
当
然
、社
会
問

題
に
な
り
、
�
年
に
は
飲
酒
運
転
の
厳

罰
化
、
�
年
に
は
行
政
処
分
の
強
化
な

ど
が
施
さ
れ
、
岡
山
県
で
も
同
条
例
を

施
行
し
ま
し
た
。し
か
し
、飲
酒
運
転
事

故
は
全
国
で
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
岡
山

県
内
で
は
今
年
４
月
、
飲
酒
運
転
の
ダ

ン
プ
カ
ー
が
対
向
車
線
を
は
み
出
し
軽

自
動
車
に
衝
突
、
�
歳
の
女
性
が
亡
く

な
る
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

警
察
や
行
政
も
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

働
き
か
け
て
い
ま
す
が
、
協
会
と
し
て

も
独
自
に
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
―
具
体
的
に
は
。

　
末
長
　
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
広
告

で
飲
酒
運
転
の
危
険
性
を
訴
え
る
と
と

も
に
、
酒
類
を
提
供
す
る
飲
食
店
と
連

携
し
、
飲
み
会
で
酒
を
飲
ま
な
い
人
を

決
め
て
運
転
手
を
必
ず
確
保
す
る
「
ハ

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。ま
た
私
は
自
動
車
販
売
会
社
・

岡
山
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
の
会
長
も
務
め
て
お

り
、
飲
酒
運
転
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る

独
自
の
啓
発
動
画
も
作
成
し
ま
し
た
。

車
と
い
う
、
本
来
安
全
・
快
適
な
乗
り

物
を
〝
凶
器
〟
に
変
え
さ
せ
な
い
。
そ

う
い
っ
た
意
識
を
常
に
持
っ
て
い
ま

す
。

　
―
交
通
遺
児
育
英
会
は
、
飲
酒
運
転

に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か
。

　
石
橋
　
運
転
時
に
必
要
な
能
力
は
、

「
認
知
・
判
断
・
操
作
」
。
飲
酒
は
こ

の
働
き
を
鈍
ら
せ
ま
す
。
そ
れ
を
全
て

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
は
っ
き
り
自
覚
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
交
通
遺
児
の
保
護

者
の
方
が
、
講
演
で
話
し
て
く
れ
た
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
「
ハ
ン
ド
ル
の
重
み

は
命
の
重
み
」。
文
字
通
り
、
ハ
ン
ド
ル

を
握
る
と
い
う
こ
と
は
、
命
の
重
さ
を

握
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
運
転
を
し

な
が
ら
、
常
に
そ
の
意
識
を
頭
か
ら
離

さ
な
い
の
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。


